
 

 

を敵視・排除する姿勢を変えなければなりません。 

その大前提としてＪＡＬ争議の早期全面解決があります。神奈川県南支部はＪＡＬ争議の

全面勝利解決にむけて支援を続けます。 

      ２０２４年１２月２１日 

建交労神奈川県
か な が わ け ん

南支部
な ん し ぶ
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寒さが増す 12月 20日 18:30 品川区内にある日本

航空本社前は今年も東京・神奈川など首都圏を中心

として北海道、茨城県、静岡県、愛知県、関西、愛

媛県､福岡県まで“ＪＡＬ争議の全面解決を迫る本社

大包囲行動”に参加した仲間の熱気に包まれました｡ 

神奈川県南支部からは金崎書記長と合同分会の益山､

赤羽の３名が参加しました（昨年参加は１名）。 

ＪＡＬ争議は、日本航空経営陣の乱脈・放漫経営が招いた「経営危機」を口実にして、

経営再建の名で 2010年 12月 31日大晦日の晩パイロ

ットと客室乗務員併せて 165名の“モノ言う労働者・

労働組合”をねらって強行した不当解雇事件です。 

この乱暴な解雇事件は、今年の大晦日で丸１４年が

経過しますが日本航空はこの１４年間で 700名に上る

パイロットと 7500 名もの客室乗務員を新規採用しな

がら被解雇者の職場復帰を拒否し続けています。 

この間の闘争によって明らかにしてきたことは、 

“経営危機を理由とする解雇のウソ”や“極めて悪

質な解雇の手法”などです。ＩＬОをはじめ国際的

にも非難される解雇事件にも関わらず、政府与党は

事実上ＪＡＬの不当解雇を黙認してきました。 

この日の行動はＪＡＬ争議の早期全面解決をめざす実行委員会、不当解雇とたたかう日

本航空労働者を支える会、ＪＡＬ不当解雇撤回争議団、

ＪＡＬ被解雇者労働組合（ＪＨＵ）”をはじめ全国の支

援団体・労働組合などが組織の枠を超えて大結集し不当

に解雇されたパイロット、客室乗務員が納得できる早期

全面解決をＪＡＬ経営陣に迫りました。 

空の安全を守るためにも山崎豊子さんが小説“沈まぬ

太陽”で告発した日本航空のモノ言う労働者・労働組合 

ＪＡＬ争議の早期全面解決めざし 

12.20ＪＡＬ本社大包囲行動！ 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

建交労は、国鉄闘争、じん肺根絶闘争、ヤマト運輸軽貨物労

働者の解雇撤回、愛知県名古屋市の保育パート 1200名の解雇

反対など多くの争議をたたかい、神奈川県南支部でも過去にい

くつもの争議をたたかってきました。経営者･権力による労働

者･労働組合に対する理不尽な不当労働行為を許さず、組織の

枠を越えて連帯してたたかうことは労働組合運動の原点です。 

神奈川県南支部は 11月 17日の第１回執行委員会で「不当解雇とたたかう日本航空労働者

を支える会」への加入継続を決定しました。分会･班も支える会に積極的に加入しましょう。 

“ＪＡＬ闘争を支える会”の加入申込先・会費の振込先等は以下のとおりです。 

 

申し込み先：FAX 03-6423-7430 

 
申し込み先：info@sasaerukai.com 

 
 

 

 

 

 

※ 

 

※以下の記事と写真は、建交労中央本部の 12月 16 日付「推進ニュースＮｏ9」の転載です。 

名古屋市は市立保育園で保育補助員として働く

会計年度任用職員 1200人（来年 3月末に満 5年）

の解雇/公募を強行しました。同制度については国

も今年 6月に「任用上限」を撤廃したにもかかわ

らず、当局は無視しています。20年～30年以上も

勤務した方についても例外なく、雇止めが押し付

けられようとしています。この間、当事者の愛知

保育パート支部では、「愛労連、全労連、県本部」

ともに記者会見や国会質問（共産党・辰巳議員 12/ 記者会見で発言する尾崎さん・左（10/4） 

12）をおこない、名古屋市に対して即時に任用上限の撤廃と公募中止、労働者の雇用を守

ることを求めて来ました。20日は再度、市当局との交渉もおこないます。(別紙参照) 

12 月 23日(月)14:00から全労連と共に記者会見（東京･愛知共同開催）を実施する予定で

す。つきましては、愛知県本部からの呼びかけに応じて、各組織から保育パート支部の仲

間たちへ激励メッセージの送付をお願い致します。 

※12月 23日 14:00同時記者会見は以下の ZOOＭアドレスから視聴できるとのことです。 

https://us02web.zoom.us/j/81977989362?pwd=ZhX18WtfHzb2d6yGGywCa0bpWgLXdA.1 

分会・班も“支える会”に加入しましょう！ 

名古屋市の保育労働者１２００人解雇を許すな

愛知保育パート支部のたたかいに連帯を 

ミーティング ID: 819 7798 9362    パスコード: 773846 

可能な分会・組合員は是非視聴して激励メッセージをはじめとする支援を強めましょう。 

 

会費は団体・個人ともに 

年間 3,000 円です。 

mailto:申し込み先：info@sasaerukai.com
https://us02web.zoom.us/j/81977989362?pwd=ZhX18WtfHzb2d6yGGywCa0bpWgLXdA.1


 

 

建交労 都道府県本部各位 

２０２４年１２月吉日 

建交労愛知県本部 

執行委員長 田村一志 

 

名古屋市立保育園、１，２００人の会計年度職員一斉雇止め 

任用上限の撤廃を求めて闘う愛知・保育パート支部の仲間に 

激励メッセージのお願い 

 

建交労の全国各地での奮闘に敬意を表します。 

さて、建交労愛知県本部 保育パート支部が名古屋市からの大量雇止めという大変困難

な状況に置かれており、それをはね返すために闘っている仲間たちに全国からの激励のメ

ッセージをお願いします。 

保育パート支部の組合員は、名古屋市立保育園で会計年度任用職員(非正規公務員)とい

う雇用形態です。保育園では、フルタイムの保育士や短時間の保育士、保育補助員、調理

補助員、保健師、看護師など約１，８００人の会計年度任用職員が働いています。 

会計年度任用職員をめぐって、国は当初定めていた任用上限を撤廃し、それを受けて全

国の自治体で任用上限を廃止する動きが出てきました。ところが、名古屋市は任用上限５

年を続行し、１０月に公立保育園の１，２００人の「雇い止め／公募」を始めました。 

１，２００人の「雇い止め／公募」というのは、３月末に満５年をむかえる１，２００

人を雇い止めとし、その１，２００人の職を公募する、ということです。 

すでに、２０年、３０年と働き続けている方がいるにもかかわらず、上限年数に達した

方は例外なく、雇止めです。そして、働き続けるためにはその公募試験に応募して試験に

合格しなければなりません。 

以下は、保育パート支部の仲間たちの声です。 

・雇い止めをされたらどうやって生活していけばよいのか？不安でいっぱい。どうかどう

か、来年も仕事がありますようにと手を合わせている日々です。 

・来年はどうなるんだろう･･･と皆口々に不安感でいっぱいです。試験に貴重な時間を使

うくらいなら、保育の向上に使ってほしいです。 

（別紙） 

 



 

 

・ほとんどの園で欠員があるにもかかわらず雇い止めをして公募するなんて時間と労力の

無駄なのではないか。欠員の公募だけで十分だと思う。 

 

 この間、愛知県労働組合総連合（愛労連）、全国労働組合総連合（全労連）からの支援

を受けて、記者会見を数回開催、また日本共産党の辰巳議員などによる国会質問をしてい

ただくなど、取り組みを大きく広げているところです。 

 それでも、刻一刻と公募試験やその合否発表は進んでいます。 

 私たちは、名古屋市が任用上限の撤廃をするまで全力で闘う所存です。 

 とりわけ、１２月２３日（月）には全労連（東京）と愛知をオンラインでつないで記者

会見を行う予定ですが、同日名古屋市では子育て支援センターで働く会計年度任用職員の

公募試験の合否が発表される日にもなっており、会見には当事者の方も参加する予定で

す。こうした場に、どんなお気持ちで参加されるか察するに余りあります。取り急ぎ、２

３日までに保育パートの仲間への激励メッセージを下記に送っていただきたいと思いま

す。 

 引き続き、年度末まで取り組む予定ですので、２３日や年を越えても受け付けますの

で、幅広く呼び掛けていただきたいと思います。 

 また、今後、ネット署名などの取り組みも計画しておりますので、その節には改めて協

力の訴えをしていきますので、よろしくお願いします。 

 

メッセージの送り先 

建交労愛知県本部：kenkourou2@circus.ocn.ne.jp  

保育パート支部：hoikupart@circus.ocn.ne.jp 


